
算数 学習指導案

授業研究の視点

算数の学習において、子どもたちの理解・定着を促すためのＩＣＴ活用は、どうあったらよいか。

一．単 元 名 「３けたの数の計算を考えよう （たし算とひき算の筆算）」

二．単元設定の理由

本学級の児童は元気良く活動的で、学習にも意欲的に取り組む子どもが多い。
算数においては具体物の操作を通した学習には興味関心を示し、進んで取り組む姿が見られる。しかし、抽

象思考を必要とする学習場面ではつまずきが見られ、四則計算においては大きな個人差が生じている。２位数
の加減では、ほとんど暗算で計算できる子もいれば、未だに指を使いながら時間をかけて計算する子もわずか
ながらいる。
本単元では３位数の加減を筆算で解く学習に取り組むため、具体物の操作を通しながら考えるには数が大き

すぎる。そこで、抽象思考に抵抗のある子供たちが、半抽象的・視覚的に計算方法を理解し、意欲的に計算に
チャレンジできるようになるために、インターネット上のコンテンツや自作のワークシートを利用して児童の
理解・定着を促すことをねらいとして、本単元を設定した。

三．単元の目標

筆算形式による３位数の加減計算のしかたについて理解し、それを用いる能力を高める。
関心意欲態度 ・数のしくみに着目したり既習の計算方法を活用したりして、筆算
形式による３位数の加減計算の方法を考えようとする。
数学的な考え方 ・筆算形式による３位数の加減計算を２位数の加減計算をもとに発
展的に考える。
表現・処理 ・筆算形式による３位数の加減計算をすることができる。
知識・理解 ・筆算形式による３位数の加減計算のしかたを理解する。

※ 学習指導要領との関係

Ａ．数と計算

（２）ア ３位数の加法及び減法の計算の仕方を考え,それらの計算が２位数などについての基本的な計算

を基にしてできることを理解すること。また,それらの筆算の仕方について理解すること。

四．学年の関連
（２年） （３年） （４年）

何十の計算 たし算とひき算の筆算 小数

たし算のひっ算 暗算

ひき算のひっ算

計算のくふう
※ ２学年時においては、２桁どうしの加減の筆算に加え、発展として

たし算とひき算のひっ算 和が１００になる足し算と、１００から引く引き算を扱っている。

五．単元展開 （８時間扱い）

時間 小単元 主な学習活動 備 考 ＩＣＴ関係で利用する物

１ 何百のたし算とひき算 ３００＋４００ １００を単位にして考える ＰＣプロジェクター
３００－２００ ネットスカイ

自作ワークシート
２ ３けたの数のたし算 ３６５＋４７２ 繰り上がり１回 (ハイパーキューブ用)

３４７＋１７８ 〃 ２回 Ｗｅｂアンケート
４７５＋７８１ 〃 ３回 (infocief)

インタラクティブユニット
２ ３けたの数のひき算 ３１５－１９４ 繰り下がり１回 （ＮＴＴより拝借）

４０２－１７５ 〃 ２回 配信コンテンツ
１０００－３位数 ※ 発展的な扱い （すきすきランドセル）

インターネットコンテンツ
３ まとめ 「力をつけよう」 知識技能の定着 （インターネットランド）

「たしかめよう」 理解の確認
テスト 到達度の評価



評価規準

小 到達目標(活動目標) 算数 評価の観点

単 評 価 規 準 的 数学 表現 知識関心
元 活動 的考 処理 理解意欲
名 え方態度

○学習計画 ○さし絵をもとに，既習の加減計算を振り返りながら、 ○ ○

３位数の加減計算のしかたへの課題意識をも

ち，課題を設定し，学習計画を立てようとする。

（１）何百のたし算とひき ①問題から（何百）＋（何百）のたし算になる立式と答 ★ ○①
算を計算のしかたを考え えの見積もりができる。何
る。 ②（何百）＋（何百）の計算のしかたが言える。 ○百

③（何百）＋（何百）＝（何百 （何百）＋（何 ○の ），

百）＝（千何百）のたし算ができる。た
④（何百）－（何百）の計算のしかたが言える。 ○し
⑤（何百）－（何百）＝（何百）のひき算ができ ○算
る。と

ひ
き
算

（１）３位数＋２，３位数 ①問題から３けたの数のたし算になる立式と答えの見積 ○

② （十の位で繰り上がりあ もりができる。

３ り）の筆算のしかたを考 ②３位数＋３位数（十の位で繰り上がりあり）の筆算の ★ ○ ○

け える。 しかたを既習事項をもとに考えることができる。

た ③２位数の筆算のしかたをもとに，筆算のしかたを類推

の 的に考えられる。 ★ ○

数 ④３位数＋２，３位数（十の位で繰り上がりあり）の筆

の 算のしかたを説明できる。 ★ ○ ○

た （２）３位数＋２，３位数 ①３位数＋３位数（一，十の位で繰り上がりあり）の筆 ★ ○

し （一，十，百の位で繰り 算のしかたを考えることができる。

算 上がりあり）の筆算のし ②３位数＋２，３位数（一，十，百の位で繰り上がりあ ○

かたを考える。 り）の計算ができる。

③上記計算を適用する問題を解くことができる。 ○ ○

（１）３位数－２，３位数 ①問題から３けたの数のひき算になる立式，答えの見積 ○ ○

（十の位へ繰り下がりあ もりができる。

り）の筆算のしかたを考 ②３位数一３位数（十の位へ繰り下がりあり）の筆算の ★ ○

える。 しかたを、既習事項をもとに考えることができる。

③既習の計算のしかたをもとに，計算のしかたを類推的

に考えられる。 ★ ○

③ ④３位数－２，３位数（十の位へ繰り下がりあり）の筆

３ 算のしかたを説明できる。 ★ ○ ○

け （２）３位数－２，３位数 ①３位数－２，３位数（一，十の位へ繰り下がりあり） ★ ○ ○

た （一，十の位へ繰り下がり の筆算のしかたを説明できる。

の あり）の筆算のしかたを ②３位数－２，３位数（一，十の位へ繰り下がりあり） ○

数 考える。 の筆算ができる。

の （３）３位数－１，２，３ ①３位数－３位数（波及的繰り下がりあり）の筆算のし ★ ○

ひ 位数（波及的繰り下がり かたを，既習の計算をもとに類推的に考えられる。

き あり）の筆算のしかたを ②①の筆算のしかたを説明できる。

算 考える。 ③３位数－１，２，３位数（波及的繰り下がりあり）の ★ ○ ○

筆 算 の し か た を 説 明 で き る 。 ★ ○ ○

④③の筆算ができる。

⑤④の計算を適用する問題を解くことができる。 ○ ○ ○

六．本時案

１．主 眼
引けないときには一つ上の位から十借りてくれば良い（繰り下がり）ことを知った子どもたちが、さらに

百の位から一の位へ波及的繰り下がりのある計算をする場面で、コンテンツのモデルを見て繰り下がりの仕
方を理解し、同様のやり方で練習問題を解くことができるようになる。

２．本時の位置 （８時間扱い中の第５時間目）
前時：３けた－３けたで、ひと桁繰り下がる筆算のやり方を理解し、練習問題を解いた。
次時：１０００－３けたの計算のやり方を理解し、練習問題を解く。



３．指導上の留意点
○コンテンツのモデル提示は、児童を集中させる必要上スクリーンに大写しにし、担任が操作する。
○スプレッドシートの文字サイズは、児童によく見えるようにポイントを上げて配信する。
○習熟度により２パターンのワークシートを用意するとともに、基本的な問題がクリアーできた児童用に、
補充問題を付加しておく。

４．展 開

予 想 さ れ る 学 習 活 動 支 援 ・ 評 価 備考段階 時間

○Ｗｅｂアンケートに答える ○Ｗｅｂアンケート ８ ・プロジェクター
学 ○本時の学習活動の確認をする。 ○２年時に学習した１００－２けた ・スカイメニュー
習 「３けた－３けた」の計算で、となり の筆算を想起させる。 ・インタラクティブ
課 から借りられないときの繰り下がりの仕 ユニット
題 方を考えよう。 評 ・Ｗｅｂアンケート３位数－３位数（波及的繰り下

りあり）の筆算のしかたを，１００の
から２位数を引く繰り下がりの計算確
を想起しながら、類推的に考えるこ認
とができたか （発言・メモ）。

○コンテンツのモデルを見て、波及的繰り ○コンテンツのモデルを提示しなが 30 ・プロジェクター
下がりの仕方を理解する。 ら、波及的繰り下がりのやり方に ・インターネットラ

学 ついて確認する。 ンドのコンテンツ
習 ○ワークシートの練習問題を解く。 ○机間巡視，メッセージの送信 ・スプレッドシート
課 ・スカイメニュー
題 ・インタラクティブ評 ３位数－１，２，３位数（波及的

の ユニット繰り下がりあり）の筆算のしかたが

わかり、そのやり方を適用する問題追
を解くことができたか。究

(取り組みの様子)

学 ○２段階の繰り下がりの仕方を確認する。 ○再度波及的繰り下がりのモデルを ７ ・インターネットラ
習 提示しながら確認する。 ンドのコンテンツ
活 ○Ｗｅｂアンケートに答える。 ○Ｗｅｂアンケート ・Ｗｅｂアンケート
動 ・インタラクティブ
の ３桁の引き算の筆算について、 ユニット
見 ○次時の予定を聞く。 自信と意欲を高めることができ
返 次時は１０００－３けた たか。 （アンケート・発言）
し

５．先生方にみていただきたいこと
・児童の理解・定着を促す上で、本時に提示したコンテンツ（内容とタイミング）は有効であったか。
・つまずいている児童に対する教師の支援は、適切であったか。


